平成３０-３１年度
第１回役員会議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成日　　２０１９．１．３１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者　　事務局　宮下　希佐己
Ⅰ、実施日時　Ｈ.３０年１月１７日　１４時～１６時
Ⅱ、場所　東京ボランティア・市民活動センター　会議室Ａ（セントラルビル１０Ｆ）
[bookmark: _GoBack]Ⅲ、参加者　杉崎会長　内堀副会長　荒木副会長　人見副会長　宮下副会長　小林部会長、高橋部会長　坂田部会長　吉田理事　滝沢理事　上ノ山理事　竹内理事　高野理事　一之瀬理事　柳沢理事　内堀（栄）理事　武者理事、中村事務局長　以上１８名
Ⅳ、議事内容　
　１、中村事務局長より本日の資料（式次第、関東同窓会会則）の説明及び、会合参加の出欠席の報告について再確認
2、 杉崎会長挨拶
1 新年の挨拶　１００周年の御礼
2 本校の創立１００周年終了後、昨年関東支部第４４回総会も改革委員会中心に、開催場所もアリスアクアガーデン銀座という新しい場所で滞りなく開催することが出来良かった旨の挨拶、今後も役員中心に内容の更なる充実を図って、関東同窓会が発展していくよう願っていると挨拶。
3 会長からの思いとして、会長の補佐役に筆頭副会長を置いて、会長を補佐して頂けたらとの話がある。（役員の皆さんより、副会長の中から年功序列で選出してはとの意見がでる）
4 本年当番の機械科の皆さんに期待
3、 各部会から近況報告
1 建築、早急に名簿作成から始めたい、春以降に部会を開催したい（滝沢）
2 機械、部会の活動資料を基に、昨年開催した機械部会の役員会について説明。主な内容は、今後新しい会員の発掘に向けて、特別会員の洗い出し、会員の高齢化に向けての対策、卒業年度ごとの中心者を置き先輩、後輩のつながりを作っていく、また皆が参加しやすいよう各自の得意分野の話など自由なテーマで話してもらう等、多彩な内容の部会で参加者増につなげていけるよう頑張っていきたい。（高橋）
3 電気、卒業名簿を再度見直し新しい科の名簿を作成（事務局へ提出）したが、他の科と比べまだまだリタイアしている卒業生が少なく、現役で仕事をしている中での部会開催は難しいものがあるのが実情で、今後電気部会が縮小しないよう早めの対策が必要と思案中。（坂田）
他部会より数名でも部会を開催してはどうか？との意見あり。
4 商業、年配の会員が減る中、若い新しい会員がなかなか増えず、思うような活動が出来ていない。機械科の活動を聞いて是非参考にさせて頂き、拡大していきたい。部会の開催については今後検討する（小林）
5 家政、昨年暮れに中村事務局長を交えて、家政部会の役員会を開催した模様を説明。とにかく高齢化、介護等の問題を抱え、新たな会員を増やすのは並大抵ではない、会員名簿を基にひとり一人根気よく連絡をとり、一人でも多くの会員が参加してもらえるよう、他の科の皆さんにも協力頂き、努力したい。（人見）

4、 第４５回関東支部総会について
1 実行委員長選出
高橋機械科部会長、全会一致で決定
2 総会案内対象者名簿を事務局まで（統一フォーム使用、変更分のみ）締切は６月３０日
3 会報、７月２６日めどに作成、８月１０日発送、９月３０日参加締切とする。
4 総会開催日　　１０月１９日（土）
5 会員の減少について一言、「卒業生の年齢幅がかなりあり、それに伴うゼネレーションギャップが当然生まれてくることや、少子化、認知症などによる介護等、社会全体の大きな問題が、千曲の同窓会も多かれ少なかれ被っているわけで、ある意味年代別の会合だったり、総会の内容などの検討もありでは・・・（武者）				
5、 事務局より
（１）第４４回総会について
1 参加状況（各部会等）説明
2 収支状況、皆さんのご協力、一部の方による寄付等で、ぎりぎり赤字にならずに終えることが出来た旨の報告、今後もご協力いただきたい。
3 いま本校同窓会では、新入生からの同窓会費のほかソーラーによる収益もあり、その収益の一部を関東支部にも回して頂けないか、交渉したいと思っている。
（２）今年度の役員会日程の確認
　　　第二回　４/２０（土）１４：００　於東京ボラ
第三回　７/６（土）、第四回　１０/５（土）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
　
　






